
令和２年2月１７日
賀茂地域局

伊豆半島活性化プロジェクト

～賀茂キャンパスの設置～

　賀茂地域の学生アンケートの結果

１５年後に賀茂地域に住んでいたいか?

　元「はい」の理由 元 「いいえ」の理由

１５年後に賀茂地域に住んでいたいか?

　平成２８年度
　 小学６年生

　 令和元年度
　  中学３年生

平成２８年度全体  令和元年度全体

<調査対象等>

対象:賀茂地区１市５町の２０小学校、
　　 １２中学校、３高校の最終学年の生徒

回答:元年対象1,281名、回答1,237名、97%
　　 28年対象1,442名、回答1,410名、98%

元 「いいえ」の理由

はい ▲２５％はい ▲８％



　賀茂地域教育振興方針と大学連携

平成29年２月21日

第12回賀茂地域広域連携会議

・ふるさとに誇り・愛着を持ち、地域の発展に貢献できる人づくり
・学校・家庭・地域が連携し、地域全体で「賀茂の子」を育てる環境づくり
・学校教育・社会教育の魅力化により、教育で人を呼び込む地域づくり

基本目標

平成30年12月18日

第19回賀茂地域広域連携会議・協定締結

　大学交流拠点施設の整備

・各大学との協議の中で、活動拠点の必要性を確認
・更なる交流及び連携の促進を図るため拠点を整備

 
 
 

○施設名称  ： 賀茂キャンパス　　〇管理者 ： 賀茂地域教育振興センター
○場       所 ： 静岡県下田総合庁舎別館２階(旧賀茂保健所執務室）

施設概要

～協定締結から半年、具体的な活動等進展が見られなかった～
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　賀茂キャンパスの活用推進

　賀茂キャンパス活用推進委員会の設置

・利活用に関する企画運営及び持続可能な取組に向けた体制整備
・協定に基づく３大学との交流連携の推進
・賀茂地域１市５町が連携している各大学との交流の促進
・大学生と高校生や小中学生、市民活動団体等との交流の促進

項目 備考 

開所記念講演 静岡大学、静岡県立大学、静岡文化芸術大学の基調講演 

社会人コース 静岡大学「地域づくりを学ぶ社会人コース」をベースに開催 

観光コースの利活用 
静岡県立大学・静岡文化芸術大学等による賀茂地域のホテル・旅館を
実践の場として活用など 

フィールドワーク 各大学のゼミ活動等 

大学間交流・高校交流 各市町が連携している大学等、大学説明会、オープンスクール 

地域交流 大学生とNPO、児童・生徒、地域コミュニティ、民間、行政などとの交流 

地域体験 
１次産業等の体験、観光資源（ジオ等）の体験、観光業（宿泊施設・ガイ
ド）インターンシップ、文化伝統活動の継承など 

 
 
 

＜活用項目案＞

目　的

　賀茂キャンパス活用推進委員会

 
 
 

＜推進体制イメージ＞



　賀茂キャンパスの開所式

・賀茂キャンパス開設を記念して、開所式を実施　令和2年1月24日
・静岡大学丹沢理事による開設基調講演（県大・文芸大は3月18日実施）
・賀茂キャンパス活用推進委員会キックオフ会議を開催

 
 
 

＜開所式＞ ＜看板除幕＞ ＜基調講演＞ ＜活用推進委員会＞

（県大　奥村副学長）

＜意見交換＞

（静大　丹沢理事）

（高校生）

＜取組事例紹介＞

（南伊豆町観光協会長）（下田商工会議所会頭）

（静大４年本田さん）

　学生フィールドワークのメッカに

・賀茂地域全体がキャンパスと捉え、フィールドワークのメッカに。
・下田総合庁舎のキャンパスは、地域全体の要の拠点。
・賀茂地域に訪れる大学生が安心安全に活動できる環境を提供。
・来訪する大学生が地域の高校生らと交流する機会を創出。

西伊豆町 東伊豆町

下田市

河津町

南伊豆町

松崎町 ・松崎高校

・下田高校

・稲取高校

・下田高校南伊豆分校

・千葉大園芸農場

・日大海洋生物資源教育研究センター

・東大大学院樹芸研究所

・筑波大臨海実験センター

常葉大静岡大

静岡大 早稲田大

玉川大

青山大

立教大

IVUSA
駒沢女大

静岡大

共立女大

昭和女大

静岡大
静岡県立大

静岡文化芸術大


